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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

 

 

第
1038
回
例
会 

 
 
 
 
 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 

 
 

2005
年
11
月
10
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

69
名 

 
 

 

出
席
計
算
数
64
名
中
46
名
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
率 

70
・
77
％ 

 
 
 
 
 

前
々
回
出
席
率 

98
・
46
％ 

  
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
我
等
の
生
業
」 

 
 
 
 
 
 
 

指
揮
者 

 

岡
村 

隆
徳 

 
 
 
 
 

ピ
ア
ノ
演
奏 

 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

ク
リ
ス
テ
ィ
ナ 

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
さ
ん 

         

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

浅
井
副
会
長
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
下

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

浅
井
さ
ん
、
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
結
婚
記
念
日
で
す
。 

 

鬼
頭 

茂
成 

何
と
か
25
年
間
仕
事
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
々
木 

功 

妻
の
誕
生
日
で
す
。
５５
年
間
各
部
点
検 

異
常
な
し
。 

 
 
 
 
 
 

荻
巣 

賢
二 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 
 

北
川 

晶
邦 

娘
と
息
子
の
誕
生
月
で
す
。 

横
井 

衞 

美
し
い
花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
田 

明
夫 

本
日
結
婚
記
念
日
で
す
。 

 

内
藤 

 

明 

誕
生
月
で
す
。
妻
園
枝
。 

 

山
口 

正
孝 

快
晴
の
下
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
無
事
終
わ

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

小
澤 

幸
男 

お
久
し
振
り
で
す
。 
 
 
 

木
村 

光
徳 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
で
子
供
２
人
完
走
。 

娘
は
自
転
車
が
当
た
り
ま
し
た
。
息
子
は
ふ

く
れ
て
、
結
局
買
わ
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
原 

敏
正 

妻
の
誕
生
月
で
す
。
妻
時
子
。
岡
村 

隆
徳 

結
婚
月
で
す
。 

 
 
 
 
 

伊
藤 

清
次 

  

副
会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
井 

隆
宣 

         

本
日
会
長
海
外
出
張
に
つ
き
、
残
念
な

が
ら
お
待
ち
か
ね
の
法
律
の
話
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
か
わ
っ
て
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
・

審
判
の
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

私
が
中
学
に
入
っ
て
テ
ニ
ス
部
に
入

部
し
た
と
き
、
最
初
に
教
わ
っ
た
の
は
ボ

ー
ル
を
打
つ
こ
と
で
は
な
く
、
マ
ナ
ー
と

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
で
し
た
。
た
と
え

審
判
が
ミ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
て
も
人
間

の
す
る
事
だ
か
ら
過
ち
は
あ
る
。
「
審
判

の
判
定
は
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら

ず
。」
と
き
つ
く
教
わ
り
ま
し
た
。 

 

時
代
は
移
り
変
わ
っ
て
テ
ニ
ス
の
世

界
も
テ
レ
ビ
に
映
る
大
き
な
大
会
は
別

と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
大
会
は
セ
ル
フ
ジ

ャ
ッ
ジ
と
い
っ
て
、
試
合
中
は
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
打
ち
な
が
ら
、
自
分
の
コ
ー
ト

に
来
た
ボ
ー
ル
は
選
手
自
身
が
ア
ウ

ト
・
セ
ー
フ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
ま
す
。
つ

ま
り
選
手
が
ア
ウ
ト
と
声
を
発
し
な
い

限
り
全
て
セ
ー
フ
で
す
。
従
っ
て
セ
ー
フ

と
い
う
コ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
で

正
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
瞬
時
に
出
来
な
い

と
き
、
疑
わ
し
き
は
対
戦
相
手
が
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ジ
ャ
ッ
ジ
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。 

 

少
し
ぼ
や
き
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？
ご
記
憶
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
先
月
、
女
子
ゴ
ル
フ
の
ミ
シ
ェ

ル
・
ウ
ィ
ー
選
手
が
プ
ロ
に
な
っ
て
初
め

て
出
場
し
た
大
会
で
、
４
日
間
の
プ
レ
イ

終
了
後
、
過
少
申
告
で
失
格
に
な
り
ま
し

た
。
新
聞
紙
上
で
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

り
ま
す
と
、
大
会
３
日
目
の
プ
レ
イ
中
、

ボ
ー
ル
が
打
て
な
い
所
に
行
っ
た
の
で
、

ア
ン
プ
レ
ア
ブ
ル
を
宣
言
し
、
そ
の
場
で

ド
ロ
ッ
プ
、
プ
レ
イ
を
続
行
し
３
日
目
・

４
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
ゴ
ル
フ
は
紳
士
・
淑
女
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

性
善
説
に
の
っ
と
っ
て
、
ス
コ
ア
を
自
己

申
告
し
、
同
じ
組
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ア
テ

ス
ト
す
る
と
聞
き
ま
す
。 

 

そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
の
ト
ッ
プ

プ
ロ
が
出
場
す
る
大
会
で
、
同
じ
組
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
で
も
な
い
、
参
加
し
て
る
選
手

で
も
な
い
。
い
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
最
終
日

を
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
後
に
ク
レ
ー
ム

を
つ
け
た
。
審
判
団
は
最
終
日
の
ホ
ー
ル

ア
ウ
ト
後
に
、
そ
の
ク
レ
ー
ム
を
正
式
に

受
け
入
れ
、
ウ
ィ
ー
本
人
を
伴
っ
て
前
日

の
プ
レ
イ
の
実
地
検
証
を
し
て
、
そ
の
誤

り
を
認
め
さ
せ
、
過
少
申
告
と
し
て
失
格

と
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
よ
っ

て
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
文
化
に
も
影

響
さ
れ
て
、
ジ
ャ
ッ
ジ
の
仕
方
、
ク
レ
ー

ム
の
付
け
方
、
そ
の
受
け
入
れ
方
に
違
い

が
あ
る
の
は
分
か
り
ま
す
が
、
４
日
間
の

プ
レ
イ
終
了
後
、
部
外
者
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
を
受
け
入
れ
、
前
日
の
プ
レ
イ
に
戻
っ

て
失
格
宣
言
を
し
た
。 

 

今
回
の
判
定
の
仕
方
を
私
個
人
と
し

て
は
と
て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。 

 

「
審
判
団
は
何
を
し
と
る
ん
だ
」
と
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
た
く
思
い

ま
す
。 

 

タ
イ
の
紹
介 

ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
（
1351-

1767
年
） 

 

1351
年
、
ウ
ー
・
ト
ン
候
は
ア
ユ
タ
ヤ
に

都
を
移
し
、
自
ら
を
ラ
ー
マ
テ
ィ
ボ
デ
ィ

1
世
と
名
乗
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
国
を
築
い

た
。
以
降
、
歴
代
34
人
の
王
に
よ
る
統
治

が
400
年
続
く
一
大
王
朝
と
な
っ
た
。
し
か
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し
、
そ
の
歴
史
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

初
期
は
ク
メ
ー
ル
や
チ
ェ
ン
マ
イ
、
16
世

紀
中
頃
か
ら
は
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

に
侵
攻
さ
れ
る
な
ど
、
戦
い
の
連
続
。
一

時
は
ビ
ル
マ
の
属
領
と
な
っ
た
ア
ユ
タ

ヤ
だ
が
、
17
世
紀
初
頭
に
は
再
び
政
権
を

取
り
戻
し
た
。
ま
た
、
ア
ユ
タ
ヤ
は
中
国
、

イ
ン
ド
、
西
欧
の
国
々
、
日
本
な
ど
と
交

易
を
お
こ
な
い
、
国
際
商
業
都
市
と
し
て

栄
え
た
。
し
か
し
1765
年
、
再
び
ビ
ル
マ
に

侵
攻
さ
れ
、
2
年
間
の
戦
い
の
後
、
1767
年

4
月
7
日
の
総
攻
撃
で
一
夜
に
し
て
陥

落
。
こ
れ
に
よ
り
仏
典
、
寺
院
、
仏
像
な

ど
が
す
べ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

(

タ
イ
職
場
例
会 

旅
行
前
説
明
会) 

              

11
月
24
日
（
木
）
例
会
の
ご
案
内 

 

例
会
変
更 

 

 
 

11
月
19
日（
土
）～
11
月
23
日（
水
） 

 
 

タ
イ
職
場
例
会 

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク 

 

第
1039
回
例
会 

 
 
 
 
 
 

於 

産
業
技
術
記
念
館 

 

 
 

2005
年
11
月
17
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

69
名 

 
 

 

出
席
計
算
数
64
名
中
44
名
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
率 

68
・
75
％ 

 
 
 
 
 

前
々
回
出
席
率 

95
・
31
％ 

 

ゲ
ス
ト 

産
業
技
術
記
念
館 

 

 
 
 
 

館
長
代
理 

村
井 

公
二
さ
ん 

  
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
、
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。 

 
 
 
 
 

草
野 

勝
彦 

鬼
頭 

茂
成 

 
 
 
 
 

前
田 

隆
久 

湯
山 

淳
三 

 
 
 
 
 

住
田 
正
夫 

加
藤 

正
樹 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 
 

堀
江 

英
弥 

23
年
振
り
に
医
院
を
改
装
し
ま
し
た
。 

岩
崎
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
何

時
ま
で
続
く
借
金
人
生
。 

大
原 
敏
正 

大
原
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
崎 

征
一 

タ
イ
例
会
た
の
し
み
で
す
。
高
木 

政
義 

お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

 
 

出
口 

忍 

ご
無
沙
汰
を
い
た
し
ま
し
た
。
勝
野 

隆 

テ
ナ
ン
ト
の
一
つ
が
決
定
し
ま
し
た
。 

（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
） 

 
 

黒
柳 

一
男 

タ
イ
例
会
チ
ェ
ン
マ
イ
よ
ろ
し
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
藤
宏
一
郎 

広
く
て
迷
い
ま
し
た
。 

 

渡
辺 

観
永 

タ
イ
ゴ
ル
フ
例
会
楽
し
み
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
崎 

雅
三 

 

副
会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

浅
井 

隆
宣 

本
日
の
産
業
技
術
記
念
館
で
の
例
会

開
催
に
あ
た
っ
て
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
は
多

大
な
ご
尽
力
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
後
、
館
長
代
理
さ
ん
の
卓

話
と
館
内
見
学
の
予
定
で
す
。
ご
ゆ
っ
く

り
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

次
週
は
い
よ
い
よ
タ
イ
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
留

意
さ
れ
事
故
の
無
い
よ
う
お
出
か
け
下

さ
い
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
地

区
の
米
山
委
員
会
か
ら
先
月
の
「
来
て
、

見
て
、
大
須
を
知
っ
て
」
に
米
山
奨
学
生
、

米
山
学
友
を
ご
招
待
頂
き
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
、
と
お
礼
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会 

 

 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

照
井 

栞 

 

今
年
度
は
東
急
ホ
テ
ル
で
例
会
が
で
き

な
い
日
が
結
構
あ
る
為
に
会
場
を
探
す
の

に
苦
労
し
て
い
ま
す
。「
た
ま
に
は
変
化
球

で
」
と
考
え
、
近
す
ぎ
て
逆
に
な
か
な
か
訪

れ
る
機
会
の
少
な
い
ト
ヨ
タ
テ
ク
ノ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
「
産
業
技
術
記
念
館
」
を
例
会
場

所
に
し
て
み
ま
し
た
。 

 

ト
ヨ
タ
の
元
気
の
源
で
何
か
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

昼
食
は
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
例
会
」
と
い
う
よ

り
「
１００
万
ド
ル
の
食
事
」
と
い
う
事
で
お

弁
当
に
し
ま
し
た
。 

 

浮
い
た
昼
食
代
は
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
に

寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

                    

〈
今
週
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
村 

隆
徳 

☆
入
会
さ
れ
て
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
会
員

に
な
ら
れ
る
前
と
そ
の
後
で
ロ
ー
タ
リ
ー

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
事
は
あ

り
ま
す
か
？ 

「
入
会
す
る
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
は
経
済
的
に
豊
か
で
社
会
的
地
位
を
確

立
し
た
特
定
階
級
の
人
た
ち
の
ス
テ
ー
タ

ス
的
な
組
織
で
私
に
は
全
く
縁
の
な
い
世

界
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
入
会
し
て
か
ら

徐
々
に
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
日
常
の
自
分

の
居
場
所
を
離
れ
、
新
た
な
場
所
に
自
分
を

置
く
こ
と
で
新
し
い
交
流
を
深
め
視
野
を

広
げ
る
機
会
を
得
る
組
織
と
感
じ
ま
し
た
。

自
ら
の
内
面
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
社
会

的
使
命
を
考
え
る
崇
高
な
精
神
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。」 

☆
ソ
フ
ト
開
発
っ
て
何
だ
か
む
ず
か
し
そ

う
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
方
の
基
本
と
な
る

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
？
や
は
り

左
脳
を
発
達
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
（
花

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
は
右
脳
が

つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま
す
が
・
・
・
） 

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開

発
工
程
は
製
造
業
の
生
産
工
程
や
建
築
設

計
な
ど
と
同
じ
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
要
件
定
義
、
基
本
設
計
、
詳

細
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
構
築
）、
デ

バ
ッ
グ
（
検
査
）
と
進
ん
で
い
き
ま
す
が
大

半
の
必
要
能
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
応
用
力
の
よ
う
で
す
か
ら
や
は
り

左
脳
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
斬
新
な
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
（
構
造
）
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
方

案
）
を
考
案
す
る
研
究
者
、
技
術
者
は
独
自

の
世
界
観
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
右
脳

が
つ
か
さ
ど
っ
た
思
考
か
ら
の
産
物
に
感

じ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
欧
米
、
ユ
ダ
ヤ
系
技
術

者
に
多
く
見
ら
れ
、
中
国
系
、
イ
ン
ド
系
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
者
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
よ
う
で
す
。
右
脳
を
使
っ
た
創
造
活
動

は
ハ
ン
グ
リ
ー
さ
な
ど
の
欲
望
を
動
機
と

す
る
活
動
と
対
極
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。」 

☆
生
き
て
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は
？ 

「
自
分
の
仕
事
、
存
在
が
何
か
の
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
た
時
。」 

12
月
1
日
（
木
）
例
会
は
年
次
総
会
で
す
。 

産業技術記念館  

   館長代理 村井 公二さん 
 

 


